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──────────────────────────────── 

午前10時00分開議 

○議長（後藤 隆夫）  おはようございます。本日も大変傍聴席には町民の方々、来ていた

だいております。本当にありがとうございます。議会のほうも慎重に審議をいたしますの

で、ひとつよろしくお願いを申し上げます。 

 それでは、只今から本日の会議を開きます。 

 この際、議会運営委員会の報告を求めます。委員長、中村末子議員。 

○議会運営委員会委員長（中村 末子君）  委員長、１３番、中村末子。おはようございま

す。議員から議員提案２件が提出されたため、２７日１時３０分より第３会議室において

議会運営委員会を開きましたので御報告いたします。 

 議員提案は、それぞれ議会議員の定数に関する問題です。提出順に提案、質疑、採決す

ることに委員全員の一致を見ましたので御報告いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．議案第４２号 

○議長（後藤 隆夫）  日程第１、議案第４２号高鍋町議会議員の定数を定める条例の一部

改正についてを議題といたします。 

 本件は条例審査特別委員会に付託されておりましたので、特別委員長の議案審査結果報

告を求めます。委員長、山本隆俊議員。 

○条例審査特別委員会委員長（山本 隆俊君）  １７番。おはようございます。 

 特別委員会に審査を付託されました議案第４２号高鍋町議会議員の定数を定める条例の

一部改正について、審査の経過及び結果について報告いたします。 

 審査の日程は、８月２７日の１日間であります。第３会議室におきまして議長を除く特

別委員会委員全員で審査を行いました。この議案につきましては、先に行われました議会

構成及び議会議員報酬等調査特別委員会の１８回の特別委員会開催の中で十分議論され審

議されたところであります。傍聴者席には１０数名の傍聴者もあり、代表者に参考人とし

て出席を求め、意見陳述書の内容等について質疑が行われたところであります。 
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 質疑の主なものとしては、なぜ４名の削減なのか、住民サービスの低下や財政基盤の悪

化をどのように見られているのか、類似団体等でのメリット、デメリットを把握された上

での削減なのか等々の質疑がありました。 

 質疑を終了し、採決の結果、賛成少数で否決すべきものと決しました。 

 以上、報告を終わります。 

○議長（後藤 隆夫）  以上で特別委員長報告を終わります。質疑につきましては、全議員

構成の特別委員会でありますので省略をいたします。 

 議案第４２号高鍋町議会議員の定数を定める条例の一部改正について、これから討論を

行います。まず、原案に賛成者の発言を許します。６番、大庭隆昭議員。 

○６番（大庭 隆昭君）  ６番。議案第４２号高鍋町議会議員の定数を定める条例の一部改

正について、賛成の立場で討論を申し上げます。 

 今回の条例改正は、直接請求制度に基づいたもので、その意義と役割は極めて重視すべ

き議案でございます。議会として、議会構成及び議会議員報酬等調査特別委員会の設置を

し、その結果は特別委員長の報告にありましたとおりでございます。 

 ここで３月３日付提出のありました「高鍋町財政健全化に向けて（お願い）」について

でありますが、その内容に触れさせていただきたいと思います。審査は３月８日から８月

１７日までの１８回にわたるもので、議員の責務、職責、財政健全化、議員削減、議員等

報酬削減など慎重に審査を行ってまいりました。結果として、各項目に積極的かつ建設的

な発言や提案がございましたが、まことに残念でありますが、最終的に過半数を得ること

ができませんでした。その過程を経た後の案件が今回提案されたのでございます。私たち

議員は、私が申し上げるまでもなく、住民全体の代表であり、奉仕者であると考えますと、

今日、地域社会は、激動する経済社会情勢の中で日々進展し、変革をしております。議員

はこれに的確に対処しなければならないと思います。議会が持つ使命は具体的な政策の最

終決定と行財政運営の批判と監視を達成できるよう努力することが議員の責務であると信

じており、議員定数は現状を維持することは適当であると考えておりました。しかし、こ

れからの分権時代にふさわしい議員はみずからの責任を果たすため、議員の資質向上に努

め、住民に信頼される議員を目指すことが何より重要と存じます。 

 私は先に申しましたが、議員数について現状を主張してまいりましたが、住民の趣旨を

真摯に受け止め、将来のあるべき議員の姿勢を実現し、議員の活性化を願い、今回の直接

請求に対し、総合的、代表者、町長の意見書やほかの市町、日南市、日向市、日之影町の

議員削減の動き等をその要旨を含め、慎重に考慮し、判断いたしました結果、私は議案第

４２号に賛成することにいたしました。よろしくお願いをいたします。（拍手） 

○議長（後藤 隆夫）  次に、原案に反対者の発言を許します。１３番、中村末子議員。 

○１３番（中村 末子君）  １３番。議案第４２号高鍋町議会議員の定数を定める条例の一

部改正について、反対の立場で討論を行います。 

 地方自治法７４条に伴う住民直接請求によって提案されました。また、先ほども６番議
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員が賛成討論で言われましたけれども、この問題は今年３月の連協長さんの議長申し入れ

から始まりました。１８回もの特別委員会をして、何らの結論も出されなかったことでも

明らかなように、複雑な問題でもありました。申し入れの内容は「高鍋町財政健全化に向

けて（お願い）」要旨、高鍋町は行財政改革に取り組み、健全な財政団体に向けて町長ほ

か一丸となって歳入の確保、そして歳出の削減に努力されています。 

 高鍋町の財政は２００９年１１月２０日の「広報たかなべ」によれば、歳入約７１億

１,７００万円、うち町債７億１,８００万円、実質歳入は６億３,９９０万円、平成

２０年度末地方債残高は７２億７,６００万円となっています。歳入の内容で町税２２億

５６９万円、３１％、地方交付税１８億２,９７３万円、２５％と、両方で５６％です。

現在の経済状況の中で、これらの税収、地方交付税などの伸長は望まれないものと思いま

す。 

 高鍋町議会は地方自治法により、法定上限数２６名を、平成１８年１２月の選挙から適

用され、議員定数２０名を４名削減し、現在１６名で高鍋町民の代表として年間約５０日

間前後議会等に出席され、町民の声を議論し、町政の方針を決定する議決機関として、日

夜高鍋町政に努力されていただいています。 

 現在、議員の報酬は全体４,１９２万８,０００円。期末手当１,３４６万１,０００円。

議員１人当たり平均すると３４６万円となっています。歳入の１割７億円が毎年地方債と

して借り入れを行うとすれば、数年先は第２の夕張市になりかねない現状ではないでしょ

うか。 

 今、高鍋町は経費削減に取り組んでいるさなか、執行機関の行政と両輪である議決機関

の議会も、この健全な財政計画に協力願い、議員削減に向け努力いただきたくお願いいた

しますという形で、問題の表題は「高鍋町財政健全化に向けて（お願い）」という立場で

した。最後の１行に議員削減に向け努力をいただきたくお願いしますという一言がござい

ました。 

 直接請求のための署名については、私はさまざまな人々にお伺いしました。「働かん議

員が多いから減らすことを直接請求に」とのことで集められた方もいるようです。私はこ

の問題は、昨年より行っている第５次行財政改革の行政事務連絡員制度を廃止して、年間

１,３００万円の行政事務連絡員に報酬としてあります１,３００万円をなくすことで町財

政の健全化を一歩ずつ進めようとの提案から始まったことだと推量いたします。 

 それまで議会ごとには傍聴者も少なく、議会に対しての関心度も低く、私自身は何とか

関心を持っていただけるように、「議会だよりひまわり」を９,０００世帯のうち

５,０００から６,０００世帯配布してまいりました。議会のことがよくわかるようになっ

たと言っていただく一方で、議員からは「なぜ出すのか」「町で出している議会だよりが

あるから出さないとの約束がある」などと言われ続け、攻撃をされ続けました。それでも

この２０年間で１００号を超す配布ができました。これはとりもなおさず、私を応援して

いただける町民の皆さん、本当にありがたいことだとここで感謝を申し上げたいと思いま
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す。 

 しかし、私は２０名の定数から１６人に削減されたそのときを知っています。委員会も

４つありました。それが３つになりました。その中でいろんな予算を審議していく中で、

本当に私たちは慎重に審査を行い、そしてその中で執行部がもし間違っているところがあ

れば、修正なり、訂正なりを求め、そして議会のちゃんと意義を発揮してきたつもりです。 

 しかし、私は昨年度から行政事務連絡員廃止に伴い、行政事務連絡員さんが議会ごとの

傍聴に来ていただけるようになりました。私は本当に嬉しいことだと思います。私が一般

質問をした一番大きな理由は、昭和３６年、３８年から始まっております行政事務連絡員

制度、このことは当時のことをよく御存じの議会職員、当時の一般職の方にお伺いしまし

た。当時は議員数も少なく、議会制民主主義があまり制度的に徹底していなかった時代で

もあり、本当に職員の給与も物納でされるような状況でありました。しかし、行政事務連

絡員制度をつくり、行政のことを少しでも理解をしていただき、協力していただける住民、

町民を構築することで、高鍋町をどうにかしていきたい、そういう思いでこの制度ができ

ました。だから当時は文書配付もお願いし、しかし週刊でありました「お知らせたかな

べ」も今は隔週となっております。それも文書配付が大変だとの行政事務連絡員さんから

の申し出でありました。 

 私はこのようにこの長年の歴史の中において変容していくこの状況を２０年間見てまい

りました。その中で、私は住民の皆さんにお願いをしたい。このようにたくさん傍聴に来

ていただけるように、私たち議員も努力をしなければなりません。だからこそ、議会があ

るごとに、その前に一般質問を早く提出し、一般質問の期日を町民の皆さんにお知らせす

ることもできました。また、庁舎内に来ていただいた皆さんにはこの放送がしっかりと聞

けるようにということで、放送設備もここの中、議場の中だけではなく、庁舎全体の中で

聞いていただけるようなシステムの方向も決めてまいりました。私たちはテレビカメラも

ほしいということも要望してきたんです。そして、その議会のことを少しでも理解をして

いただきたい、いうことを要望してまいりました。 

 私たちは２０名から１６名に削減するときにも大いなる議論をしてまいりました。日当

制でもいいのではないか、福島県矢祭町では日当制にとなりました。１日３万円。そうし

たら住民の皆さんから議員は１日３万円も出すとね、そういうことを言われました。私は

議員になって２０年間、住民の皆さんに議員のあり方や議会のあり方、そして執行部の皆

さんの仕事ぶりをしっかりと評価していく体制をとってこれなかったことを非常に反省し

ています。しかしその一方で、５,０００枚から６,０００枚配る「ひまわり」を読んでも

いただけないまま、ゴミ箱に直送される住民の皆さんに対して涙したことも日々ございま

す。しかし、私はそういうことにもしっかりと粘り強く頑張ってくること、それが議会議

員の役割だと認識をしております。 

 私は最初の読み上げました「高鍋町財政健全化に向けて（お願い）」いう中で５０日間

というこの間違ったことは訂正していただきたいと思います。議会議員は議員になった時
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点から２４時間、３６５日の体制でしっかりと対応してきています。この役場が土曜、日

曜に閉庁されていても、私たち議員には閉庁はございません。しっかりと住民の皆さんの

願いや要求を受け止めながら、月曜日になるまで待っていただきたいと、そういう思いで

しっかりと、時間が来るのがこんなに遅いのかと思うほど、月曜日の朝一番には執行部の

皆さんにお願いを幾度したことでしょう。 

 そうやってしてきながら、住民の皆さんの願いや要求をしっかりと前進させるように、

私は努力をしてまいりました。そのことが評価されない、そういう思いでいっぱいでござ

いました。１２人に削減されたらどうなるでしょうか。もっともっと議会の皆さん、議員

の皆さんが、町民の皆さんから選んでいただいた民選の代表者としてもっともっと声を広

く大きくしなければならない。私は住民の皆さんから議員を全部なくせばいい、そのかわ

り、行政事務連絡員をきちんとした評価をできるような報酬にしてあげたらいいんじゃな

いかとお話も聞きました。しかし皆さん、非常勤特別職であります行政事務連絡員制度、

同じ非常勤であっても私たちは民選で選ばれた、住民の皆さんから選挙によって選ばれま

した議員です。だからこそ皆さんの願いをしっかりと背中にしょって、そしてこの議会で

論議をし、そして私はこの高鍋町発展のために、町長も一緒だと思いますが、全力を尽く

してやってきたこと、そのことはほかの議員もみんな一緒だと思います。私はその思いを

伝えたいと思います。 

 １２名にしていったら高鍋町議会どうなるでしょう。私はほかの町議会でも人口に比例

して１２名にしているところがあるという論議がありました。しかし、三股町では、私は

そこの議員さんにお聞きしました。「本当に議論が少なくなった。長くなったというので

はなく、非常に少なくなったというのは、やはり１０人いれば１０人の知恵が、２０人い

れば２０人の知恵があるんですね」そういうふうにおっしゃいました。やはり少ない知恵

であっても寄せていけば大きな力となっていく。そのことが私は議員の認識としてあるの

ではないかなというふうに思っております。だからこそ１６名に減ったときも反対をいた

しました。それをまた１２名に減らすということは、住民の皆さんの声であっても私は断

固反対をせざるを得ないと思って討論をいたしたいと思います。 

○議長（後藤 隆夫）  次に、原案に賛成者の発言を許します。１０番、岩﨑議員。 

○１０番（岩﨑 信也君）  １０番。議案第４２号に賛成の立場で討論いたします。 

 今回の議員定数削減を求める直接請求には理があると思います。確かに議員１人当たり

の人口は児湯郡においては、幾らか本町は多い数字を示しています。しかし、議員１人当

たりの面積は県内で一番少ない数値を示しています。同じくらいの人口の町と比較すると、

先ほど言われましたが、三股町は人口２万４,８４０人で議員１２人、国富町では人口

２万８６９人で議員１３人、宮崎市と合併した清武町は人口２万８,７５２人で議員

１３人でした。ともに法定議員数は本町と同じ２６人です。議員定数の削減は時代の流れ

であり、財政が厳しいおり、議員も大変だろうけど、少なくなっても今まで以上に頑張っ

てほしいという要請であると思います。 
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 主権在民という言葉があります。本町の主権者は、町長や三役でも、ましてや私たち議

員でもなく町民の方であります。先の委員長報告にもありましたが、特別委員会では公民

館あてにこの削減についてアンケートをお願いしました。５６の公民館から回答があり、

８つの公民館が反対で、３２の公民館が賛成されました。これは民意です。皆さんから選

んでいただいて、議員活動をしているパブリックサーバントの１人として、今回、町民の

皆さんが直接請求されたことによる議案第４２号に賛成いたします。（拍手） 

○議長（後藤 隆夫）  次に、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 隆夫）  ほかに討論がありませんので、これで討論を終わります。 

 これから議案第４２号を起立によって採決をいたします。本案に対する委員長の報告は

否決であります。議案第４２号高鍋町議会議員の定数を定める条例の一部改正について可

決することに賛成議員は御起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（後藤 隆夫）  起立少数であります。したがって、議案第４２号高鍋町議会議員の

定数を定める条例の一部改正については否決することに決定をいたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．発議第６号 

○議長（後藤 隆夫）  次に日程第２、発議第６号議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期

末手当に関する条例の一部改正についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。

１３番、中村末子議員。 

○１３番（中村 末子君）  １３番、中村末子。発議第６号、平成２２年８月２６日、高鍋

町議会議長後藤隆夫様。提出者は高鍋町会議員中村末子。賛成者は時任伸一、緒方直樹の

２名議員です。 

 内容は議会の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正についてでござ

います。議会議員の定数及び報酬に関する条例の一部改正について提案をいたします。 

 まず、住民代表として提案説明理由に入る前に、今回の住民直接請求の流れを整理した

いと思います。まず、住民代表として地区公民館連協長さんから、３月に議長に財政状況

を考えたとき、夕張市みたいにならないか危惧しているなどの財政状況を心配され、議会

で論議をしてほしいとの要望がありました。議会では住民要求にこたえるべきとの議員全

員の賛成で特別委員会が設置されました。１８回の議論の中では、高鍋町の財政状況及び

近隣町村、類似団体との比較検討をする資料も要求してまいりました。 

 ところが地区公民館連協長会の皆さんは、そのお話を聞き、議長へ陳情した本質は違う

とのことで、新たに議会議員の定数削減要望が出されました。本来、陳情のみならず、請

願については、その内容を変更する場合は議会議員の承認が必要であり、認められないと

の見解が一致されました。 

 また、聞こえてきたのは、議会議員に対する不信感があらわにされました。委員会で議
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論を重ねるごとに、住民からあの議員はあのようなことを言っていた、だからけしからん

などのお話を聞くにつけ、そのことを議題にし、秘密会といたしました。議員がみずから

の意見を会議中に変更することはよくあることですが、今度の委員会では挙手したそのあ

とにその意見を変えるということもありました。一進一退の会議をどうやって終わりにす

るのか、本当に混乱した特別委員会となりました。 

 平成１７年３月には住民の議員を削減してほしいとの声を聞き、２０名から１６名へと

議会が率先して大幅に減少いたしました。このときは、第４次行財政改革の中で執行部が

努力している最中でもございました。議会もこれにこたえるべきだとの議員の意見から出

されたものです。そのとき常任委員会は４つから３つに減らされ、非常に細かく予算ごと

の審査が困難となりました。また地方分権法が施行された一番大きな課題は、地方自治体

の運営を執行部、議会がどのように住民こそ主人公の立場で運営できるのかゆだねられる

ものでした。確かに直接請求にありますように夕張市の財政赤字は国民に大きなショック

を与えました。しかし夕張市は炭鉱があり、閉鎖に当たってはその労働者雇用のために箱

物をつくることを国が支援し、必要な経費については後年度で負担することを約束しなが

ら、国はその義務を果たさないばかりか、地方分権法という法の枠に地方自治体を閉じ込

めました。このことは所得の低い住民を抱える地方自治体においては大きな格差が生じる

と、全国知事会、地方自治体市町議会議長会でも反対し、どうにか交付税についてはその

格差は少なくなったものの、格差是正のための措置は辛うじて維持されたままです。 

 また、２５日には地方自治法７４条３項で意見をつけて執行部から提案がなされました。

４名減、１２名とすることには、２５日の委員長報告にはありませんでしたが、ほとんど

の議員がこれ以上の定数削減には同意できないとの考え方が示されました。 

 ただし、２５日以降の特別委員会では、報告のとおり賛成少数、否決との結果でした。

高鍋町は従来町政座談会が連協ごとに行われ、町財政の説明を初め、住民要求を細かく聞

く態度がありましたが、残念ながら現在の町長になってから、毎年は開かれておりません。

そのことが住民に財政不安を引き起こしたとも考えられます。 

 また、２５日の傍聴者の中から帰り際に「たった１５分で４０万円ももらう議員は必要

ない」と現在の議員報酬についても周知されていないということは、私たちはもっと議員、

議会を知っていただく機会をつくるべきであったと反省はしております。 

 本日傍聴されている皆さんへお願いです。議会のときは本会議、常任委員会、特別委員

会とも傍聴はできます。たくさん来られましたら場所的に考えないといけませんけれども、

ぜひ、たくさんの皆さんおいでください。議員提案の要旨も説明せず、お願いとは本末転

倒とは思いますがよろしくお願いいたします。 

 さて、本題ですが、今回中村末子を提出者として、賛成者、緒方議員、時任議員で現在

の高鍋町議会には必要な人数として１６名と考えています。しかし、財政を考えていただ

きたいとの住民の願いを真摯に受け止め、５％の議員報酬削減を提案いたします。 

 またこの条例の一部改正は９月１日からとして、現職、１１月に行われる町議会議員選
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挙で選ばれる議員各位にも御協力をお願いしたいと提案をしたいと思います。 

○議長（後藤 隆夫）  以上で説明は終わりました。 

 只今から質疑を行います。質疑はありませんか。１０番、岩﨑信也議員。 

○１０番（岩﨑 信也君）  １０番。５％の根拠を教えてください。 

○議長（後藤 隆夫）  中村議員。 

○１３番（中村 末子君）  はい、これは議会構成及び議会議員報酬等調査特別委員会の

１６回目の中で論議をした内容でございます。この中で５％削減というのは５名いらっし

ゃいました。そしてそれ以外の方でも、例えば１５名削減して現行どおりの報酬でいいん

ではないかという意見もありました。そしてまた１６名で現在のままでいいのではないか

という意見もございました。そして４名分の２５％削減したほうがいいのではないかとい

う議論もありました。そのときから私は意見を変えず、意見を変えていない人たちで今度

の議案提案を行った次第です。５％というのはそのときに議論にありましたけれども、岩

﨑信也議員も当然その中にいらっしゃいましたので、５％の根拠は十分承知おきだと思い

ますのでそのことを思い起こしていただければと思っております。 

○議長（後藤 隆夫）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 隆夫）  これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。まず原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 隆夫）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから発議第６号を起立によって採決をいたします。本件は原案のとおり決定するこ

とに賛成議員は御起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（後藤 隆夫）  起立少数であります。したがって、発議第６号議会の議員の議員報

酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正については否決することに決定をいた

しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．発議第７号 

○議長（後藤 隆夫）  次に、日程第３、発議第７号議会の議員の議員報酬、費用弁償及び

期末手当に関する条例の一部改正についてを議題といたします。提案理由の説明を求めま

す。７番、柏木忠典議員。 

○７番（柏木 忠典君）  ７番。発議第７号議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当

に関する条例の一部改正について、上記の議案を別紙のとおり、地方自治法第１１２条及

び会議規則第１４条第２項の規定により提出をいたします。提出者としまして柏木忠典。

賛同者としまして黒木正建。 

 議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例。 
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 議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を次のように改正す

る。 

 第２条中の３０万３,０００円を２２万７,２５０円に、２２万７,０００円を１７万

２５０円に、２１万６,０００円を１６万２,０００円に、２１万円を１５万７,５００円

に定める。附則としてこの条例は平成２２年の９月１日から施行する。 

 こういうふうに提案したいと思います。要旨としまして、住民代表からの直接の請求が

あってるこの議員報酬の問題であります。で、内容的には財政健全化を目的に議員定数削

減の１６から１２名にということでありますけれども、これに対しまして、議員の定数と

いうのは住民の意思を地方行政に反映させるために地方自治の根幹を成す大変重要な問題

であるというふうに私は認識をしております。そういう中で１２名ということであります

けれども、私は１６名という定数は変えることはできないと思っております。 

 そういうことで住民の皆さんの直接請求の重みを真摯に受け止めながら、直接請求の

４名分、削減を４名してくださいということですので、その報酬減額２５％を提示するも

のであります。 

 以上、慎重に審議をお願いしたいと、そういうふうに思います。 

○議長（後藤 隆夫）  以上で説明は終わりました。 

 只今から質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 隆夫）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。まず原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 隆夫）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから発議第７号を起立によって採決をいたします。本件は原案のとおり決定するこ

とに賛成議員は御起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（後藤 隆夫）  起立少数であります。したがって、発議第７号議会の議員の議員報

酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正については否決することに決定をいた

しました。（傍聴席で発言する者あり） 

────────────・────・──────────── 

○議長（後藤 隆夫）  以上で、本日の日程はすべて終了をいたしました。 

 これで会議を閉じます。 

 平成２２年第４回高鍋町議会臨時会を閉会をいたします。 

午前10時40分閉会 

────────────────────────────── 
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